
今月のほめ～るさん

アイエスエフネットジョイいわき平事業所からのおたより

令和6年も8月に入りました。皆さまいかがお過ごしでしょうか。
 

私たち、ジョイワークセンターいわき平事業所のメンバーは、それぞれの障がいがありながらも、
自分の将来のために最終目標である「一般就労」を叶えるべく、日々訓練を受けております。

いわき市の平地区では、七夕を旧暦で行う風習があり、夜空に天の川を見ることで、織姫と彦星
の逢瀬に思いを馳せることができます。

夜空が繰り広げる一大ページェントを夏の終わりに情緒を以って味わうことができます。

2024年
8月号

今月のほめ～るさんは、Kさんです。

Kさんは、とても明るく、お話しをするのが
好きな方です。

訓練のときは、いつも真面目に作業をされる
方です。社交的な方で、彼女の周りはいつも
笑顔がたくさんあります。

明るさの大切さを自然に周囲に教えてくださ
る方なのです。

通信
いわき

株式会社アイエスエフネットジョイ会報誌

いわきのじゃんがら

福島県いわき地方には、江戸時代から続く

「じゃんがら念仏踊り」が、お盆の頃（8月13日

～8月15日）にあります。

いわき市の無形民俗文化財に指定されています。

地元の若者を中心に、お揃いの衣装をまとい、

鉦や太鼓を打ち鳴らして、念仏を歌にしながら

踊り、新盆を迎えた各家を回り、亡くなられた

方を供養する風習があります。

この、[じゃんがら」なのですが、近年では国内

各地や海外でも披露されたこともあり、その名

をワールドワイドに広げています。

東日本大震災からの復興のシンボルのひとつと

しても、「復興へ向かう福島の姿もアピールし

たい」といわき市の有志が活動しています。

お盆の頃は、日差しもどこか儚げで、一抹の哀

愁を放っているものですが、そのような時期に

鳴り響く「じゃんがら念仏踊り」の奏でる音は、

いかにも、夏の終わりを締めくくり、いわきに

も、秋の訪れを呼び込むように感じるものです。

メンバーNさんによる直筆似顔絵



何かを覚えるとき、最初は「無」の状態でスタートをします。そうした時期は何が何だかわからないので、
ただ、必死になって行うだけで非常に疲れるものです。そうした時期は、キツく感じますが、これは「仕方
がない」ことなのです。
それが、その覚えることを諦めずに続けると、所々で分かる部分が出て来ます。
それを「点」とすると、努力を継続することでその「点」が複数生まれて、更に進むとその点と点がつなが
り「線」が生まれます。そうなると、行うことの一部に「線」があることで、最初に比べるとその部分では
体が自然に動くようになれます。
更に諦めずに努力を続けると「線」の数が増えていき、その線と線が織り成す「面」ができるようになり
ます。そうすると自然に身体が動く範囲が増えて、行いを容易にしていきます。
そうした時期が長くなると、「面」の数も増えていき、その面と面が交わり始めて、三次元的な「体」が
生まれます。この時期になれば、行うことの全体像が頭の中で描けるようになり、最初の頃には全くなかっ
た「余裕」が出来始めます。
仕事をする上でここへ行き着く前に挫折するかしないかが大きな「分岐点」なのです。
ジョイワークセンターいわき平事業所では、この「点」・「線」・「面」・「体」を構築していくのを容
易にしてくれる場所でもあります。心が折れそうになっても支援員からのサポートがありますから、挫折す
ることなく分岐点を迎えることができます。再チャレンジするのに打ってつけの場所となっております。
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アイエスエフネットジョイでは、就労移行支援、就労継続支援B型、定着支援、放

課後等デイサービス等全国で様々な福祉サービスを提供しています。

サービス向上の為、アン
ケートへのご協力をお願い
します。
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令和6年07月20日（土）
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ただ、必死になって行うだけで非常に疲れるものです。そうした時期は、キツく感じますが、これは「仕方
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それが、その覚えることを諦めずに続けると、所々で分かる部分が出て来ます。
それを「点」とすると、努力を継続することでその「点」が複数生まれて、更に進むとその点と点がつなが
り「線」が生まれます。そうなると、行うことの一部に「線」があることで、最初に比べるとその部分では
体が自然に動くようになれます。
更に諦めずに努力を続けると「線」の数が増えていき、その線と線が織り成す「面」ができるようになり
ます。そうすると自然に身体が動く範囲が増えて、行いを容易にしていきます。
そうした時期が長くなると、「面」の数も増えていき、その面と面が交わり始めて、三次元的な「体」が
生まれます。この時期になれば、行うことの全体像が頭の中で描けるようになり、最初の頃には全くなかっ
た「余裕」が出来始めます。
仕事をする上でここへ行き着く前に挫折するかしないかが大きな「分岐点」なのです。
ジョイワークセンターいわき平事業所では、この「点」・「線」・「面」・「体」を構築していくのを容
易にしてくれる場所でもあります。心が折れそうになっても支援員からのサポートがありますから、挫折す
ることなく分岐点を迎えることができます。再チャレンジするのに打ってつけの場所となっております。

いわきおどり

ジョイワークセンターいわき平事業所にて、イベントを開催致しま
した。今回の内容は、「スカットボールⅡ 」です。

まず、抽選会を行いました。出席頻度に応じてグループ分けをして、
同じグループ同士でジャンケンを行い、勝った人から事業所が用意を
した景品を選べる抽選会を行いました。

続いて、メインのスカットボールⅡを行いました。参加した19名の
メンバーは、事業所で用意をしたソフトドリンクを頂きながら、 2組
に分かれてスカットボールⅡを楽しみました。

ボールを穴に入れ、それが直線上に３つ以上並べれば「ビンゴ」と
なりますから、みんなそれを狙うのですが、見るのと行うのでは大違
いで、穴にボールを入れるのにも苦戦しました。ですから穴にボール
が入ると歓声が沸きました。ゲームを進行するにつれ、メンバー間で
親睦を深めることが出来ました。

いつも通りの楽しいひとときをみんなで送れました。

いわき市では、毎年恒例の「いわきおどり」をいわき七夕祭りの最終日に行っています。

いわき市の平地区では旧暦で七夕を祝うため、今年は8月8日（木）に開催することが決定致

しました。今年で43回目の開催です。

いわき市市政15周年を記念し、昭和56年に制作・制定されたおどりで、「市民の誰もが気

楽に歌い・踊れる市民共通のおどり」として定着、親しまれています。

いわき駅前大通りを周回し、4部構成で行われます。

「どんわっせ！」の掛け声とともに各自自慢の衣装に身を包み、街も熱気に包まれます。

市民の和（輪）を広げて「おどる人もそれを見る人も楽しむ祭り」として、「立秋」を過

ぎた頃、いわき市平の街は、この夏を締めくくるようにたくさんの人々が訪れ、盛大に行わ

れます。
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コラム

障がいの発生は、場合によっては、他者との交流関係を縮めることがあります。学校時代の
友とも疎遠になることは、悲しいことですし、ご近所さまに対してもある種の「遠慮」を感じ
るのは、生きづらさを増させます。

障がいは、症状の苦しみもありますが、もっと辛くて悔しいのが周囲からの無理解・曲解な
のです。

それは、家族であっても例外ではありません。むしろ、家族からの理解がないと、障がいを
背負い生きる側から言わせれば、これほど孤独感を味わうものはないのです。

そういう状態で過ごす年月が長引くと、すっかり、いじけてしまったり、ひねくれてしまっ
たりするものです。これは、幸せなこととは言えません。

では、どうすれば、再び、交流関係を広げることができるのでしょう？

少し辛いことですが、昔からの友との交流は、場合にもよりますが、それがなくなったこと
を認めて、諦めることも必要になるかも知れませんが、これは、仕方がないことだとしましょ
う！

家族からの無理解も、これも、仕方がないことなのだと割り切ることも必要になります。
家族であるが故に「分かって欲しい」・「大事にして欲しい」と思うものですが、家族だから
理解し合えると言う考え自体には、残念ながら絶対性は「無い」のです。これは、心が荒れ狂
う程に憤怒の念を生じさせるのですが、家族であっても、別の人間なのですから、何でもかん
でも、許容されるとは限らないのです。それが、現実なのです。

しかし、だからと言って、孤独の中で一生を終えることにはならないのです。

「新しい場所」を見つければ良いのです。

例え旧友を失ったとしても「新友」を作れば良いのですし、自宅にいて孤独を感じるのなら、
外に自分の居場所を見つければ良いではありませんか！

障がいがあることを通して、新たに出会う人間はいるものです。そうした新たに生じた人間
関係を毛嫌いするだけではなく、「自分を曝け出せる場所」でもあると思えることは、今まで
味わった孤独な時期に感じた「理不尽さ」を緩和させてくれるのです。

ジョイワークセンターいわき平事業所も、そうした「新しい場所」になり得るのです。



新規ご利用者様募集中

アイエスエフネットジョイでは、就労移行支援、就労継続支援B型、定着支援、放

課後等デイサービス等全国で様々な福祉サービスを提供しています。

株式会社アイエスエフネットジョイ

いわき平事業所
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サービス向上の為、アン
ケートへのご協力をお願い
します。

現在、ジョイワークセンターいわき平事業所では、一緒に作業して頂ける仲間を募集してお
ります！見学・体験随時行っておりますので、皆様のご連絡心よりお待ちしております！

平セントラルビル

（いわき駅から徒歩10分）

訓練スペース フリースペース

事業所情報

◆ 開所日 ：月～金（土）

※月・水・金などの週3日通所もOKです！

◆ 作業時間：10:00～15:00

※10:00～12:00のような短時間通所もOKです！

◆ 送迎 ：有

※送迎範囲には制限がございますので、

別途相談の上検討させて頂きます。

◆ 作業内容：封入作業、データ入力、軽作業

◆ 在宅訓練：有

※在宅訓練につきましては要件がございます

ので、別途ご相談の上検討させて頂きます。

◆ 平均工賃：2022年度実績21,800円

開 所 日

作業時間

送 迎

作業内容

在宅訓練

平均工賃
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